
　
不
妊
で
悩
む
夫
婦
に
小
さ
な
光
が
差
し
て
き
ま
し
た
。
重
い
経
済
的
負
担
を
和
ら
げ
よ
う
と
、
厚
生
労
働
省
が
不
妊
治
療
に
対
す
る

助
成
額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、「
男
性
に
対
す
る
治
療
」
も
助
成
対
象
に
し
た
の
で
す
。
と
は
い
え
、
不
妊
治
療
に
は
、
一
部
の

男
性
側
の
理
解
不
足
や
不
妊
に
つ
い
て
の
知
識
不
足
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
大
き
な
壁
が
あ
り
ま
す
。
不
妊
症
に
は
ど
う
取
り
組
め
ば
い
い

の
か
、
兵
庫
医
科
大
学
病
院 

生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
の
柴
原
浩
章
セ
ン
タ
ー
長
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

広告

　

私
が
大
学
で
不
妊
症
の
講

義
を
し
て
い
る
時
、
女
子
学

生
は
全
員
よ
く
聞
い
て
く
れ

る
の
で
す
が
、
男
子
学
生
は

そ
こ
ま
で
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
生
に
限
ら
ず
、男
性
は
「
い

つ
で
も
妊
娠
す
る
だ
ろ
う
」

と
気
軽
に
考
え
て
い
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
ね
。
こ
の
た

め
、
奥
様
だ
け
が
一
人
悩
み
、

ご
主
人
に
内
緒
で
当
セ
ン

タ
ー
の
不
妊
外
来
に
来
ら
れ

る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。 不

妊
に
悩
む
ご
夫
婦
が
パ
パ
と
マ
マ
に
な
�
て
欲
し
い
か
ら

国
も
私
た
ち
医
療
機
関
も
懸
命
に
サ
ポ
�
ト
い
た
し
ま
す
�

「
不
妊
の
原
因
の
半
分
は
男
性
側
に
あ
る
、

と
言
わ
れ
て
も
無
視
で
き
ま
す
か
？
」

兵庫医科大学  産科婦人科 
主任教授  柴原浩章  生殖医療センター長　

私たちの医院、クリニックも
兵庫医科大学病院をはじめ
関連機関と連携して不妊治療に
積極的に取り組んでいます。
お気軽にご相談ください。

兵庫医科大学病院

は
じ
め
ま
し
て
�
ち
い
さ
な
い
の
ち
�

　

不
妊
に
つ
い
て
よ
く
ご
存
じ

で
な
い
男
性
に
お
聞
き
し
た
い

の
で
す
が
、「
不
妊
の
原
因
の

半
分
は
男
性
側
に
あ
る
」
と
言

わ
れ
て
も
、
は
た
し
て
無
関
心

で
い
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？　

実
際
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
調
査
で
は
、

「
精
子
の
運
動
性
が
低
い
」「
精

子
の
数
が
少
な
い
、
ま
た
は
無

精
子
症
」
な
ど
、
不
妊
の
原
因

の
50
％
が
男
性
側
に
あ
る
と
報

告
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。      

で
す
か
ら
、
も
し
も
結
婚
し
て

１
年
間
妊
娠
し
な
か
っ
た
ら
、

女
性
だ
け
で
な
く
男
性
も
病
院

に
相
談
に
来
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
「
不

妊
学
級
」
と
い
う
説
明
会
を
毎

月
１
回
、
土
曜
日
に
無
料
で
開

催
し
て
お
り
、
夫
婦
で
来
ら
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

泌
尿
器
科
に
は
男
性
不
妊
症
の

専
門
外
来
も
あ
り
、
無
精
子
症

で
あ
っ
て
も
精
巣
か
ら
精
子
を

取
り
出
し
ま
す
の
で
妊
娠
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
不
妊
が
増
え
て

い
る
大
き
な
原
因
が
も
う
一
つ

あ
り
ま
す
。
女
性
の
晩
婚
化
、

そ
れ
に
伴
う
出
産
の
高
齢
化
で

す
。
卵
巣
の
働
き
は
年
齢
と
と

も
に
低
下
し
、
お
お
む
ね
40
歳

を
超
え
る
と
極
端
に
妊
娠
し
に

く
く
な
る
の
で
す
。
女
性
の
社

会
進
出
が
進
ん
で
い
る
中
で
は

や
む
を
得
な
い
面
も
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
に
な
る
前
に
妊
娠
す

る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
不
妊
の

予
防
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
ほ
か
に
も
、
性
行
為
感
染
症

で
あ
る
ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
よ
る
卵

管
閉
塞
や
、
子
宮
内
膜
症
な
ど

の
卵
管
癒
着
を
き
た
す
疾
患
、

喫
煙
や
過
度
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

よ
る
月
経
不
順
、
肥
満
な
ど
、

不
妊
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
不
妊
治
療
の
進
歩
は
目
覚

し
く
、
排
卵
誘
発
剤
な
ど
の
開

発
も
進
ん
で
い
ま
す
が
、
ど
ん

な
に
技
術
が
進
歩
し
て
も
、
不

妊
が
完
全
に
な
く
な
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。

　

問
題
な
の
は
、
男
女
を
問
わ

ず
、
こ
う
し
た
実
態
に
つ
い
て

若
い
頃
か
ら
き
っ
ち
り
教
え
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
性
教

育
を
行
い
、
産
婦
人
科
医
の
講

習
な
ど
を
や
っ
て
い
る
学
校
も

あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
避

妊
の
話
で
、
不
妊
の
話
は
少
な

い
の
が
実
情
で
す
。
親
も
含
め

て
意
識
改
革
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　

最
近
は
、
大
病
院
だ
け
で
な

く
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
検
査
や
不

妊
治
療
の
技
術
が
上
が
っ
て

い
ま
す
し
、
合
併
症
な
ど
の

リ
ス
ク
が
あ
る
時
に
は
提
携

し
て
い
る
大
学
病
院
な
ど
に

紹
介
す
る
シ
ス
テ
ム
も
整
っ

て
き
て
い
ま
す
。「
身
近
な
と

こ
ろ
で
受
診
し
た
い
」
と
希

望
さ
れ
る
の
な
ら
、
こ
う
し

た
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
ま
ず
は
相

談
、
検
査
に
行
か
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
不
妊
治
療
で
は
、
精
液
検
査
や
タ

イ
ミ
ン
グ
法
な
ど
の
一
般
不
妊
検
査

は
保
険
適
用
だ
が
、
生
殖
補
助
医
療

は
自
由
診
療
と
な
っ
て
お
り
、
各
病

院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
費
用
が
異
な
る
。

大
体
の
目
安
は
、
人
工
授
精
１
万
円

〜
3
万
円
▽
体
外
受
精
10
万
円
〜

30
万
円
▽
顕
微
授
精
22
万
円
〜
30
万

円
▽
精
子
・
受
精
卵
の
凍
結
保
存
３

万
円
〜
５
万
５
０
０
０
円
▽
凍
結
延

長
料
金
（
１
年
毎
）
２
万
１
０
０
０

円
〜
３
万
円
▽
二
段
階
胚
移
植
３
万

円
〜
▽
胚
盤
胞
移
植
６
万
５
０
０
０

円
〜
12
万
円
な
ど
。

※

費
用
は
概
算
で
す
。
詳
細
は
各
病

院
・
医
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ・ご予約はTel: 072-683-8510

不
妊
治
療
助
成
金
引
き
上
げ

　

初
回
の
み
上
限
額
を
15
万

円
か
ら
30
万
円
に
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
男
性
に
原
因

の
あ
る
場
合
、
夫
か
ら
精
子

を
採
取
す
る
手
術
に
15
万
円

を
上
限
に
助
成
す
る
。
体
外

受
精
で
な
い
と
妊
娠
が
難
し

い
夫
婦
で
あ
り
、
世
帯
所
得

が
年
間
７
３
０
万
円
以
下
の

条
件
が
あ
る
。
ま
た
、
女
性

の
支
給
対
象
は
42
歳
ま
で
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
。

う
つ
の
み
や
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

   

院
長
　
宇
都
宮
智
子

   

院
長
　
中
林
幸
士

和
歌
山
県
和
歌
山
市
新
中
島
1
3
2-

6

電
話 

0
7
3-

4
7
4-

1
9
8
7
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和
歌
山
市
内
で
一
般
不
妊
治

療
、
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
を

行
っ
て
お
り
、
和
歌
山
県
下
と

周
辺
地
域
の
不
妊
に
悩
む
皆
様

へ
の
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
よ
り
泌
尿
器
科
の

生
殖
医
療
専
門
医
に
よ
る
男
性

不
妊
外
来
を
開
設
し
、
和
歌
山

県
初
の
マ
イ
ク
ロ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ（
顕

微
鏡
下
精
巣
内
精
子
採
取
術
）

と
顕
微
授
精
に
よ
り
、
非
閉
塞

性
無
精
子
症
カ
ッ
プ
ル
の
妊
娠

に
成
功
し
て
お
り
ま
す
。

　

院
長
が
生
殖
医
療
専
門
医
と

臨
床
遺
伝
専
門
医
資
格
を
有

し
、
不
妊
・
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
生
殖
医

療
全
般
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
い

た
し
ま
す
。

日
本
生
殖
医
学
会
認
定
生
殖
医
療
専
門
医

日
本
人
類
遺
伝
学
会
・
日
本
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会
認
定
臨
床
遺
伝
専
門
医

神
戸
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
病
院

　
当
院
で
は
地
域
に
貢
献
す
る

病
院
と
し
て
、
生
命
誕
生
か

ら
、
出
産
・
育
児
ま
で
を
総
合

的
に
診
察
し
て
お
り
ま
す
。
不

妊
治
療
で
は
、
体
外
受
精
・
顕

微
授
精
や
、
不
妊
原
因
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
、
子
宮
内
膜
症
、

子
宮
筋
腫
な
ど
の
疾
患
に
対
し

て
腹
腔
鏡
手
術
や
子
宮
鏡
手
術

を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
不
妊
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
体
外
受
精
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
不
妊
無
料
相

談
窓
口
も
設
け
、
患
者
様
一
人

一
人
の
悩
み
や
不
安
に
寄
り
添

い
、
心
身
と
も
に
癒
さ
れ
る
治

療
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
日

曜
日
診
療
も
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

兵庫県神戸市北区有野台8-4-1　
病院代表078-981-0161診療予約専用078-981-0167

     

副
院
長
　
伊
田
昌
功

兵庫県姫路市北条口2丁目18　
宮本ビル1F　電話079-223-4924
http://www.koba-ladies.jp/

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
姫
路
市

を
中
心
と
し
た
播
州
地
域
の
皆

様
方
に
最
先
端
の
生
殖
医
療
技

術
を
駆
使
し
て
、
総
合
的
な
不

妊
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

般
不
妊
治
療
を
は
じ
め
、
人
工

授
精
、
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
、

精
子
・
受
精
卵
の
凍
結
保
存
、

胚
盤
胞
移
植
等
を
全
て
確
立
し

た
技
術
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。
開
院
後
の
13
年
間
に
体
外

受
精
に
よ
り
1
4
6
7
名
、
顕

微
授
精
に
よ
り
1
2
5
7
名
、

そ
れ
以
外
の
治
療
で
2
6
4
4

名
、
合
計
5
3
6
8
名
の
方
が

妊
娠
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
体

外
受
精
セ
ミ
ナ
ー
は
、
オ
ー
プ

ン
形
式
で
月
に
1
回
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
不
妊
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
も
積
極
的
に
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

K
o
b
a
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
　
小
林
真
一
郎

「
日
本
生
殖
医
学
会
」
認
定

い
し
か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
　
産
婦
人
科
専
門
医

日
本
生
殖
医
療
学
会
　
生
殖
医
療
専
門
医

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
堺
市
役
所
向
か
い

「
堺
東
メ
デ
ィ
カ
ル
ビ
ル
」
内
に
あ
り
ま
す
。

や
さ
し
い
ピ
ン
ク
色
の
建
物
の
5
階
で
す
。

大阪府堺市新町5-10 5F　
TEL.072-232-8751
●当院は予約制です0120-229-489　
www.ishikawa.doc.com

院
長
　
石
川
元
春

　

兵
庫
医
科
大
学
病
院
の
柴
原

教
授
と
私
は
、
1
9
8
9
年
に

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
あ
る
ジ
ョ
ー

ン
ズ
研
究
所
で
留
学
中
に
研
究

生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
。
柴
原

教
授
は
謙
虚
で
あ
り
な
が
ら
熱

心
に
研
究
・
診
療
・
教
育
に
活

躍
さ
れ
て
い
る
尊
敬
で
き
る
先

生
で
、
今
回
の
ご
縁
に
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
院
で
妊
娠
さ
れ
る
方
の
7

割
以
上
は
体
外
受
精
や
顕
微
授

精
以
外
の
方
法
で
妊
娠
さ
れ
て

い
ま
す
。
体
外
受
精
や
顕
微
授

精
以
外
の
方
法
で
ご
夫
婦
の
負

担
が
少
な
く
結
果
が
出
せ
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ご
夫
婦
の
喜
び
は
、
私
た
ち

不
妊
治
療
に
携
わ
る
医
療
機
関

の
喜
び
だ
け
で
は
な
く
、
数
十

年
後
の
日
本
を
背
負
う
「
次
世

代
の
仲
間
た
ち
」
を
増
や
す
た

め
と
考
え
て
努
力
し
て
い
ま

す
。

京
都
市
中
京
区
御
所
八
幡
2
2
9 

電
話 

0
7
5-

2
1
3-

0
5
2
3

   

理
事
長
　
田
村
秀
子

　

京
都
市
の
中
心
部
、
京
都
御

所
の
南
に
位
置
す
る
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
す
。
当
院
で
は
最
新
の
機

器
と
技
術
を
も
っ
て
、
高
度
生

殖
医
療
を
必
要
と
す
る
方
に
は

高
い
レ
ベ
ル
の

治
療
を
行
う
こ

と
に
尽
力
す
る

一
方
、
そ
の
よ

う
な
治
療
が
必

要
で
な
い
方
に

は
で
き
る
だ
け

ス
ト
レ
ス
な
く
、

「
治
療
を
し
て
い
る
」
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
か
な
い
よ
う
な

治
療
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
特

に
年
齢
の
高
い
方
に
は
卵
質
の

改
善
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
方

の
心
の
持
ち
方
や
考
え
方
、
生

活
習
慣
に
合
わ
せ
て
、
鍼
灸
・

レ
ー
ザ
ー
治
療
・
サ
プ
リ
・
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
も
併
用
し
な

が
ら
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
治
療

の
ご
提
案
を
し
て
お
り
ま
す
。

医
療
法
人

田
村
秀
子
婦
人
科
医
院

   

院
長
　
脇
本
　
博

　

当
院
は
1
9
5
5
年
に
開
院

し
、
約
60
年
間
地
域
の
周
産
期

医
療
の
一
端
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。

　

1
9
9
2
年
に
体
外
受
精
を

開
始
し
て
か
ら
は
、
地
域
に
留

ま
ら
ず
遠
方
か
ら
多
く
の
患
者

様
が
来
院
さ
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
を

授
か
っ
て
い
ま
す
。

　

不
妊
治
療
か
ら
出
産
ま
で
の

一
貫
し
た
治
療
を
提
供
す
る 

と
い
う
の
は
当
院
が
貫
い
て
き

た
理
念
で
す
。

　

採
卵
や
分
娩
な
ど
な
に
か
と

痛
み
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
当

院
で
は
麻
酔
科
標
榜
医
に
よ
る

ブ
ロ
ッ
ク
注
射
や
硬
膜
外
無
痛

分
娩
を
提
供
し
、
患
者
様
が
安

心
し
て
治
療
に
臨
め
る
体
制
を

整
え
て
お
り
ま
す
。    

医
療
法
人

脇
本
産
婦
人
科
・
麻
酔
科大阪市天王寺区空堀町1番１9号

電話 06-6761-5537（代）
http://www.kcn.ne.jp/̃wakimoto 

医
療
法
人

後
藤
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

大
阪
府
高
槻
市
に
あ
る
不
妊

治
療
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。

で
き
る
だ
け
自
然
な
妊
娠
を
目

指
す
一
方
、
必
要
な
方
に
は
高

度
生
殖
医
療
（
体
外
受
精
、
顕

微
授
精
）
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
に
は
高
度
生
殖
医

療
で
4
8
4
例
、
人
工
授
精
で

57
例
、
タ
イ
ミ
ン
グ
治
療
で

1
6
1
例
の
方
が
妊
娠
さ
れ
ま

し
た
。

　

院
長
の
後
藤
栄
は
、
妊
娠
率

を
高
め
る
治
療
法
と
し
て
、
二

段
階
胚
移
植
や
シ
ー
ト
法
を
考

案
・
開
発
し
た
医
師
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
院
長
は
じ
め

ス
タ
ッ
フ
は
全
員
女
性
で
、
き

め
細
や
か
で
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
え
る
医
療
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
ま
す
。

     

　
院
長
　
後
藤
　
栄

医
学
博
士

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
　
産
婦
人
科
専
門
医

日
本
生
殖
医
学
会
　
生
殖
医
療
専
門
医

中
林
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

医
学
博
士

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
　
産
婦
人
科
専
門
医

日
本
生
殖
医
学
会
　
生
殖
医
療
専
門
医

日
本
人
類
遺
伝
学
会
・
日
本
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会
　
臨
床
遺
伝
専
門
医

　

姫
路
市
で
タ
イ
ミ
ン
グ
指

導
・
人
工
授
精
・
体
外
受
精
・

顕
微
授
精
を
積
極
的
に
行
っ
て

お
り
ま
す
。
当
院
は
不
妊
治
療

か
ら
分
娩
ま
で
し
っ
か
り
と
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
患
者
さ
ま
と
の
対
話
を
大

切
に
し
、
気
持
ち
に
寄
り
添

い
、
治
療
内
容
を
十
分
に
納
得

し
て
頂
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
不
妊
治
療
の
た
め
の
子
宮

鏡
・
腹
腔
鏡
手
術
も
連
携
病
院

で
、
院
長
自
ら
が
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
一
貫
し
た
治
療
が
で

き
ま
す
。

　

毎
月
第
４
金
曜
日
19
時
半
よ

り
妊
活
教
室
を
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。
受
診
さ
れ
た
こ
と
が

な
く
て
も
予
約
可
能
で
す
。
講

義
の
後
は
、
院
長
が
個
々
に
無

料
相
談
を
し
て
お
り
ま
す
。兵庫県姫路市白国１丁目3－30

電話079－282－6581
http://www.nakabayashi-clinic.jp/

大
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）


